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１．評価結果 

評価ランク：Ｂ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 海水からの二酸化炭素固定手法の効率化に成功し、当初の目的になかったアミン化合物を使用しな

い炭酸カルシウムの生成方法も検討したことは、基礎的な研究として評価できる。得られたデータは

科学的に興味深く、将来、高付加価値な炭酸カルシウム製造の産業化にとって有効な技術となる可能

性が示されている。しかし、課題も多く残されている。最大の懸案は経済性であり、ポリアミンの回

収コストの高さから、現状では実用化のハードルは極めて高いと判断される。量とコストの問題が逆

に浮き彫りになり、スケールアップ時のコストや生成物の利用法にも不透明感が残る。このため、大

規模な回収・固定を目指すのか、高付付加価値な少量生産を目指すのか、事業戦略の再整理が急務で

ある。加えて、二酸化炭素の回収源、アルカリの選択、ポリアミン使用時の回収手法、ファインバブ

ルの活用など、検討が不十分であった可能性のある項目を再検討することも求められる。 

 

 


